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人権保障 （平時も含めた一般的規定として整理）

緊急事態条項の条文イメージ（たたき台素案） 概要

憲法改正
禁止

緊急政令
・

緊急財政処分

任期･選挙
期日特例

人権の制限は
事態に応じ
合理的に必要
と判断される
限度で可能

閉会禁止
・

召集義務
・

解散禁止

法律制定･予算議決
を待ついとまなし
【内閣が認定】

最高裁による
集中的な
合憲性審査

国政選挙の
実施困難
【国会が認定】

○「絶対に制限してはならない人権」の明記
（①内心の自由、②内心における信仰の自由、③検閲の絶対的禁止、④奴隷的拘束の絶対的禁止）
○人権の「本質的内容」の制限の絶対的禁止
（人権の総則的規定において、人権の「本質的内容」は絶対に制限してはならない旨を規定）

ৌ

ध
ऩ
ॊ
হ
ଙ

① 緊急事態において
⒜武力攻撃、 ⒝内乱・テロ、⒞自然災害、⒟感染症のまん延
⒠その他これに準ずる事態として法律で定める緊急事態

②国会による法律の制定その他の通常の統治機構の運用による
事態収拾が著しく困難

ু

ਢ

①国会 の事前承認（例外的に事後承認）

②内閣による宣言（30日以内。再延長可）

※衆議院の解散中・任期満了後は、参議院の緊急集会で対応

【基本コンセプト】

「権力行使の容易化条項」ではなく、「権力行使の統制条項」としての緊急事態条項

宣言の要件適合性審査

最高裁による統制(勧告)

事後統制➊

両院合同
委員会
による
国会権能の
代替行使

国会が権能
行使不能
【両院合同委
が確認】

国会 の事後承認

※

※

※

※

2022年12月14日



 

 

一 

○ 

緊
急
事
態
条
項
の
条
文
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
素
案
） 

 

１ 

宣
言
（
宣
言
に
対
す
る
国
会
に
よ
る
「
民
主
的
統
制
」
の
担
保
） 

 

改 

正 

案 

の 

イ 

メ 

ー 

ジ 

（
素
案
） 

論
点
・
参
考
条
文
な
ど 

 
第
八
章
の
二 

緊
急
事
態 

 

※
章
全
体
を
新
設 

〔
緊
急
事
態
の
宣
言
〕 

第
九
十
五
条
の
二 
内
閣
は
、
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
、
内

乱
等
に
よ
る
社
会
秩
序
の
混
乱
、
地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
、
感

染
症
の
大
規
模
な
ま
ん
延
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
態
と
し
て
法
律
の
定

め
る
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
国
会
に
よ
る
法
律
の
制
定
そ
の
他
の
通
常
の

統
治
機
構
の
運
用
に
よ
つ
て
は
当
該
緊
急
事
態
を
収
拾
す
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
三
十
日
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
緊
急
事
態
の
宣

言
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

② 

緊
急
事
態
の
宣
言
は
、
事
前
に
国
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
国
会
の
承
認
（
第
九
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
両
院
合
同
委
員

会
の
承
認
を
含
む
。）
を
待
つ
い
と
ま
が
な
い
と
認
め
る
特
別
の
事
情
が
あ

る
と
き
は
、
事
後
に
お
い
て
、
遅
滞
な
く
、
国
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

③ 

内
閣
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
不
承
認
の
議
決
が
あ
つ
た

と
き
、
国
会
が
緊
急
事
態
の
宣
言
を
解
除
す
べ
き
旨
を
議
決
し
た
と
き
又

は
事
態
の
推
移
に
よ
り
当
該
宣
言
を
継
続
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
当
該
宣
言
を
速
や
か
に
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

④ 

緊
急
事
態
の
宣
言
を
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
三
十
日
以
内
の
期

                  



 

二 

間
を
定
め
て
、
事
前
に
国
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

⑤ 
第
二
項
及
び
前
項
の
国
会
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
条
第
二
項
の

規
定
〔
予
算
の
議
決
に
お
け
る
衆
議
院
の
優
越
を
定
め
る
規
定
〕
を
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
三
十
日
以
内
」
と
あ
る
の
は
、「
五

日
以
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

【
「
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」の
取
扱
い
】 

※
全
体
に
共
通 

・ 

マ
ッ
ケ
ル
ウ
ェ
イ
ン
先
生
の
問
題
意
識
（
制
度
の
詳
細
の
多
く
が
議
会
の
単
純
多
数
で

通
せ
る
法
律
に
任
さ
れ
て
お
り
、
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
ご
指
摘
）を
踏
ま
え
、
法
律
へ
の

委
任
を
で
き
る
限
り
削
除
し
て
み
た
。 

【
緊
急
事
態
の
宣
言
の
対
象
と
な
る
事
態
】 

・ 

緊
急
事
態
の
宣
言
の
対
象
と
な
る
事
態
を
、
①
武
力
攻
撃
、
②
内
乱
・テ
ロ
、
③
大
規

模
な
自
然
災
害
、
④
感
染
症
の
大
規
模
な
ま
ん
延
を
規
定
し
た
。 

・ 

さ
ら
に
、
右
記
四
つ
の
事
態
以
外
の
事
態
も
起
こ
り
得
る
こ
と
か
ら
、「
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
事
態
と
し
て
法
律
の
定
め
る
緊
急
事
態
」を
規
定
し
た
。「
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
事
態
」に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め「
法
律
で
定
め
る
」こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
か
つ
、

通
常
の
統
治
機
構
の
運
用
で
は
収
拾
が
困
難
な
場
合
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
象

が
無
限
定
に
広
が
る
お
そ
れ
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
収
拾
困
難
要
件
】 

・ 

濫
用
防
止
の
観
点
か
ら
、
緊
急
事
態
の
宣
言
は
、
通
常
の
統
治
機
構
の
運
用
で
は
緊

急
事
態
の
収
拾
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
限
定
し
て
み
た
。
こ
れ
は
、
両
院
合
同
委
員

会
（憲
法
四
十
一
条
に
対
す
る
例
外
）や
任
期
延
長
（憲
法
四
十
五
条
・四
十
六
条
に
対

す
る
例
外
）
・選
挙
期
日
特
例
（
憲
法
五
十
四
条
一
項
に
対
す
る
例
外
）
を
念
頭
に
置
い

た
も
の
で
あ
る
。
（な
お
、
こ
の
よ
う
な
加
重
要
件
を
入
れ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
統
治
機

構
上
の
特
例
措
置
が
必
要
な
い
場
合
は
緊
急
事
態
の
宣
言
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
国

会
・裁
判
所
に
よ
る
統
制
規
定
も
適
用
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
点
に
留
意
） 

             

【
原
則
事
前
の
国
会
承
認
】 

・ 

緊
急
事
態
の
宣
言
は
、
国
会
の
民
主
的
統
制
を
担
保
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
事
前

 



 

 

三 

に
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
国
会
の
承
認
を
事
前
、
、
に
得

る
い
と
ま
も
な
い
よ
う
な
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
例
外
的
に
、
事
後
、
、
の
国
会

承
認
も
認
め
る
こ
と
と
し
た
。 

・ 

一
方
、
宣
言
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
当
初
宣
言
時
に
比
べ
る
と
将
来
の
予
想
が
一
定
程

度
可
能
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
会
に
よ
る
統
制
を
強
化
し
、
事
前
の
国
会
承
認

の
み
と
し
た
。
そ
し
て
、
延
長
時
に
国
会
が
機
能
し
て
い
な
い
場
合
は
、
九
十
五
条
の
四

に
よ
り
、
両
院
合
同
委
員
会
が
国
会
機
能
を
代
替
し
て
宣
言
延
長
を
承
認
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る 

【
事
後
承
認
を
認
め
る
場
合
】 

・ 

「
国
会
の
承
認
（
第
九
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
両
院
合
同
委
員
会
の
承
認
を
含

む
。
）
を
待
つ
い
と
ま
が
な
い
と
認
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
」
と
し
て
例
外
的
に
事
後

承
認
を
認
め
る
場
合
と
は
、
具
体
的
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
、
国
会
が
機
能
し
な

い
場
合
で
あ
り
、
か
つ
、
事
前
承
認
に
つ
い
て
両
院
合
同
委
員
会
も
機
能
し
な
い
場
合
な

ど
が
想
定
さ
れ
る
。 

①
開
会
中
だ
が
、
定
足
数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
本
会
議
が
開
け
な
い
場
合 

②
閉
会
中
で
、 

(

ａ)

国
会
の
召
集
を
待
つ
い
と
ま
が
な
い
場
合 

(

ｂ)

そ
も
そ
も
参
集
不
能
で
定
足
数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
本
会
議
が
開
け
な
い
場

合 

・ 

な
お
、
国
会
が
機
能
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
第
九
十
五
条
の
四

の
規
定
に
よ
り
、
事
前
・事
後
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
両
院
合
同
委
員
会
が
宣
言
の
代

替
承
認
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

 

【
宣
言
の
期
間
の
明
示
】 

・ 

緊
急
事
態
の
宣
言
を
す
る
際
に
は
、
あ
わ
せ
て
、
宣
言
の
期
間
を
明
示
さ
せ
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
緊
急
事
態
の
宣
言
は
あ
く
ま
で
も
例
外
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら

上
限
を
設
け
、
期
間
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
・公
衆
衛
生
法
典
や
ス
ペ
イ
ン
憲
法
を

参
考
に
し
つ
つ
、
自
民
党
平
成
二
十
四
年
改
正
草
案
よ
り
も
短
い「
三
十
日
以
内
」と
し

て
み
た
（宣
言
の
延
長
に
つ
い
て
も
同
様
）。 

 

【
参
考
】 

○
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
憲
法 

第
三
十
六
条〔
戒
厳
令
〕 

２ 

十
二
日
を
超
え
る
戒
厳
令
の
延
長
は
国
会
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
承
認
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。 

○
フ
ラ
ン
ス
公
衆
衛
生
法
典
（事
務
局
仮
訳
） 

Ｌ
．
第
三
一
三
一-

一
三
条 

３ 

一
月
を
超
え
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
の
延
長
は
、
国
会
が
、
Ｌ
．
第
三
一
三
一-



 

四 

一
九
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
科
学
者
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
法
律
を

制
定
し
て
行
う
の
で
な
け
れ
ば
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

○
ス
ペ
イ
ン
憲
法 

第
百
十
六
条〔
警
戒
事
態
、
緊
急
事
態
お
よ
び
戒
厳
〕 

２ 

警
戒
事
態
は
、
閣
議
決
定
に
基
づ
く
布
告
に
よ
り
、
内
閣
が
こ
れ
を
宣
言
し
、
期
間

は
最
大
限
十
五
日
間
と
す
る
。〔
以
下
略
〕 

３ 

緊
急
事
態
は
、
下
院
で
事
前
の
承
認
を
得
た
後
、
閣
議
決
定
に
基
づ
く
布
告
に
よ

り
、
内
閣
が
こ
れ
を
宣
言
す
る
。
緊
急
事
態
の
承
認
お
よ
び
宣
言
に
際
し
て
は
、
効

果
、
そ
の
及
ぶ
地
域
お
よ
び
期
間
を
明
確
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
期

間
は
三
十
日
を
超
え
な
い
も
の
と
し
、
本
項
で
定
め
る
条
件
に
従
い
、
さ
ら
に
三
十
日

間
、
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

○
自
由
民
主
党「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」（平
成
二
十
四
年
四
月
） 

 

（緊
急
事
態
の
宣
言
） 

第
九
十
八
条 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
不
承
認
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
、
国
会

が
緊
急
事
態
の
宣
言
を
解
除
す
べ
き
旨
を
議
決
し
た
と
き
、
又
は
事
態
の
推
移
に
よ

り
当
該
宣
言
を
継
続
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
閣
議
に
か
け
て
、
当
該
宣
言
を
速
や
か
に
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
百
日
を
超
え
て
緊
急
事
態
の
宣
言
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
百
日
を
超

え
る
ご
と
に
、
事
前
に
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

【
国
会
承
認
に
つ
い
て
の
衆
議
院
の
優
越
】 

・ 

緊
急
事
態
に
お
い
て
迅
速
に
宣
言
を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
国
会
承
認
に
つ
い
て
衆
議
院
の
優
越
を
認
め
た
上
で
、
参
議
院
が
議
決
し
な
い

場
合
に
衆
議
院
の
議
決
を
国
会
の
議
決
と
す
る
期
間
を
五
日
と
し
て
み
た
。 

【
参
考
】自
由
民
主
党「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」（平
成
二
十
四
年
四
月
） 

 

（緊
急
事
態
の
宣
言
） 

第
九
十
八
条 

 
４ 
第
二
項
及
び
前
項
後
段
の
国
会
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
を

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中「
三
十
日
以
内
」
と
あ
る
の
は
、「
五
日
以

内
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

  
 



 

 

五 

 
 



 

六 

 

２ 

効
果 

 
 

⑴ 

手
続
的
統
制 

 
 
 

⒜ 

国
会
機
能
の
確
保
等
（
対
処
措
置
に
対
す
る
国
会
に
よ
る
「
民
主
的
統
制
」
の
担
保
）
―
①
国
会
の
閉
会
制
限
・
召
集
義
務
等
、
②
議
員
任
期
・
選

挙
期
日
の
特
例 

 

改 

正 

案 

の 

イ 

メ 

ー 

ジ 

（
素
案
） 

論
点
・
参
考
条
文
な
ど 

 

〔
国
会
機
能
の
確
保
〕 

第
九
十
五
条
の
三 
国
会
は
、
緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お

い
て
、
会
期
中
で
あ
る
と
き
は
、
閉
会
し
な
い
。
国
会
が
閉
会
中
で
あ
る
と

き
は
、
内
閣
は
、
直
ち
に
国
会
の
召
集
の
決
定
（
衆
議
院
の
解
散
中
に
あ
つ

て
は
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
の
求
め
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
衆
議
院
は
解
散

さ
れ
な
い
。 

③ 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
よ
る

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
又
は
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
の
適
正
な
実
施
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
会
は
、
各
議
院
の
出
席
議
員
の
三
分
の

二
以
上
の
多
数
で
、
そ
の
任
期
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

④ 

衆
議
院
の
解
散
中
に
緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い

て
、
衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
の
適
正
な
実
施
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
は
、
出
席
議
員
の
三
分

の
二
以
上
の
多
数
で
、
そ
の
選
挙
期
日
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

【
本
条
の
趣
旨
】 

・ 

緊
急
事
態
に
お
い
て
も
、
国
会
機
能
（立
法
機
能
・予
算
議
決
機
能
・行
政
統
制
機
能
）

を
確
保
し
、
緊
急
事
態
対
処
措
置
に
対
す
る
「
国
会
統
制
」
を
担
保
す
る
こ
と
が
重
要

と
の
考
え
の
下
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
特
例
措
置
と
し
て
、
①
国
会
の
開
会
維
持
（閉
会

禁
止
・
閉
会
時
の
召
集
義
務
）
、
②
衆
議
院
の
解
散
禁
止
、
③
選
挙
実
施
困
難
時
の
任

                       



 

 

七 

期
・選
挙
期
日
の
特
例
を
定
め
た
。 

・ 

衆
議
院
の
解
散
中
や
任
期
満
了
後
は
、
一
時
的
、
暫
定
的
な
対
応
と
し
て
可
能
な
限

り
参
議
院
の
緊
急
集
会
を
活
用
す
る
（九
十
五
条
の
四
参
照
）。
た
だ
し
、
現
行
の
緊
急

集
会
は
特
定
の
案
件
を
緊
急
に
処
理
す
る
た
め
に
内
閣
が
求
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら

（当
該
案
件
の
処
理
が
終
わ
る
と
、
緊
急
集
会
は
終
了
す
る
。
国
会
法
百
二
条
の
二
）、

長
期
に
わ
た
っ
て
国
会
の
一
般
的
権
能
を
代
行
さ
せ
る
た
め
に
緊
急
集
会
の
必
要
的
集

会
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
と
、
緊
急
集
会
の
性
格
が
変
化
す
る
こ
と
に
注
意
。 

・ 

召
集
し
た
と
し
て
も
定
足
数
を
満
た
さ
ず
本
会
議
の
議
事
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
召
集
し
な
い
と
す
る
案
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
の
案
を
採
用
す
る
と
、
事

態
が
改
善
し
本
会
議
の
議
事
が
開
会
可
能
と
な
っ
た
か
の
判
断
＝
召
集
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
と
な
り
、
判
断
権
者
が
内
閣
と
な
る
た
め
、
本
案
の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
定
足
数
が
満
た
せ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
召
集
自
体
は
行
い
、
そ
の
間
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
で
対
応
・合
同
委
員
会
が
機

能
す
る
仕
組
み
と
し
た
。 

【
国
会
の
召
集
と
天
皇
の
国
事
行
為
と
の
関
係
】 

・ 

他
の
国
会
と
同
様
、
召
集
は
天
皇
が
行
い
（
憲
法
七
条
二
号
）
、
そ
の
実
質
的
決
定
は

内
閣
が
行
う
（な
お
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
国
会
の
当
然
集
会
を
定
め
る
フ
ラ
ン
ス
は
、

そ
も
そ
も
通
常
会
期
が
当
然
集
会
制
で
あ
る
（フ
ラ
ン
ス
憲
法
二
十
八
条
一
項
））。 

・ 

召
集
さ
れ
る
国
会
は
、
会
期
の
終
期
が
常
会
・臨
時
会
・特
別
会
の
い
ず
れ
と
も
異
な

る
た
め
（国
会
法
十
条
・十
一
条
参
照
）、
差
し
当
た
り
、「
国
会
」と
し
た
（五
十
四
条
一

項
参
照
）。
国
会
法
で
具
体
的
な
規
律
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。 

【
任
期
特
例
等
の
要
件
】 

・ 

任
期
特
例
等
の
実
体
的
要
件
は
、
「（
総
選
挙
・通
常
選
挙
の
）適
正
な
実
施
が
困
難
」

と
し
て
み
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
「
長
期
に
わ
た
っ
て
、
全
国
一
斉
の
選
挙
の

適
正
な
実
施
が
困
難
」等
、
よ
り
具
体
的
に
明
記
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

・ 

政
権
政
党
に
よ
る
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
、
国
会
議
員
の
任
期
・
選
挙
期
日
の
特
例

を
定
め
る
た
め
に
は
、
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
特
別
多
数
に
よ
る
議
決
を
必
要

と
す
る
こ
と
と
し
た
。 

【
任
期
延
長
期
間
の
上
限
等
】 

・ 

任
期
延
長
期
間
に
つ
い
て
、
明
文
で
上
限
（一
年
・半
年
等
）を
定
め
る
こ
と
も
考
え
ら

             【
参
考
】日
本
国
憲
法 

 

〔
臨
時
会
〕 

第
五
十
三
条 

内
閣
は
、
国
会
の
臨
時
会
の
召
集
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
づ
れ

か
の
議
院
の
総
議
員
の
四
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
内
閣
は
、
そ
の
召
集
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  



 

八 

れ
る
。 

・ 
任
期
を
延
長
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
の
適
正
な
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
と
き

は
、
国
会
の
議
決
に
よ
り
任
期
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

【
前
衆
議
院
議
員
の
身
分
復
活
】 

・ 

衆
議
院
の
解
散
後
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、
前
衆
議
院
議
員
の
身
分
を
復

活
さ
せ
る
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

【
衆
議
院
の
解
散
の
場
合
に
お
け
る
選
挙
期
日
の
特
例
】 

・選
挙
期
日
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
は
解
散
の
場
合
に
し
か
規
定
が
な
い
た
め
（五
十
四
条

一
項
）、
解
散
の
場
合
に
限
定
し
て
特
例
規
定
を
置
い
た
（任
期
満
了
に
つ
い
て
は
、
憲
法

改
正
に
よ
り
任
期
延
長
が
可
能
と
な
れ
ば
、
法
律
で
対
応
可
能
）。 

 
 

  
 



 

 

九 

 
 
 

⒜ 

国
会
機
能
の
確
保
等
（
対
処
措
置
に
対
す
る
国
会
に
よ
る
「
民
主
的
統
制
」
の
担
保
）
―
③
両
院
合
同
委
員
会
に
よ
る
国
会
機
能
の
代
替 

 

改 

正 

案 

の 

イ 

メ 

ー 

ジ 

（
素
案
） 

論
点
・
参
考
条
文
な
ど 

 

〔
両
院
合
同
委
員
会
に
よ
る
国
会
機
能
の
代
替
〕 

第
九
十
五
条
の
四 

内
閣
か
ら
第
九
十
五
条
の
二
第
二
項
本
文
の
国
会
の
承

認
の
求
め
が
あ
つ
た
場
合
又
は
緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
緊
急
事
態
に
よ
り
国
会
（
衆
議
院
の
解
散
中
に
あ
つ
て
は
、

参
議
院
の
緊
急
集
会
）
が
そ
の
権
能
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
両
院
合
同
委
員
会
は
、
そ
の
旨
を
確
認
す
る
議
決
を
し
た
上
で
、
臨
時

に
、
国
会
の
権
能
を
行
使
す
る
。 

② 

前
項
の
権
能
の
行
使
は
、
緊
急
事
態
の
宣
言
の
解
除
又
は
国
会
の
議
決

に
よ
り
、
終
了
す
る
。 

③ 

両
院
合
同
委
員
会
に
お
い
て
採
ら
れ
た
措
置
は
、
緊
急
事
態
の
宣
言
の

解
除
又
は
前
項
の
議
決
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
国
会
の
承
認
が
な
い
場

合
に
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

【
本
条
の
趣
旨
】 

・ 

前
条
に
お
い
て
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
国
会
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
て

い
る
が
、
衆
議
院
又
は
参
議
院
の
本
会
議
が
開
け
ず
、
本
来
国
会
が
行
う
べ
き
機
能
が

果
た
せ
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
両
議
院
の
議
員
で
組
織
す
る
両
院
合
同

委
員
会
（「
ミ
ニ
国
会
」）に
よ
る
代
替
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。 

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
に
つ
い
て
は
、
①
憲
法
五
十
六
条
一
項
の「
出
席
」の
解
釈
及
び
国
会

法
規
の
整
備
に
よ
り
対
応
す
る
と
い
う
考
え
方
と
、
②
許
容
さ
れ
る
要
件
（緊
急
事
態

の
場
合
に
限
る
の
か
、
妊
娠
・出
産
等
の
場
合
も
許
容
さ
れ
る
の
か
等
）も
含
め
て
憲
法

で
明
文
化
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
案
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

審
議
の
活
用
を
前
提
と
し
た
上
で
、
両
院
合
同
委
員
会
が
機
能
す
る
の
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
審
議
を
活
用
し
て
も
な
お
定
足
数
を
満
た
せ
な
い
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。 

 

※
両
院
合
同
委
員
会
に
関
す
る
規
律
（詳
細
は
憲
法
（国
会
の
章
）・国
会
法
等
に
規
定
す

る
こ
と
を
想
定
） 

①
両
院
合
同
委
員
会
の
組
織
（総
定
員
、
各
院
ご
と
の
選
出
人
数
） 

②
両
院
合
同
委
員
会
の
定
足
数
・議
決
要
件
（過
半
数
の
出
席
・出
席
委
員
の
三
分
の

二
以
上
の
多
数
を
想
定
） 

③
両
院
合
同
委
員
会
の
常
置
機
関
性 

・ 

緊
急
事
態
に
お
い
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
両
院
合
同
委
員
会
は
常
設
の

機
関
と
す
る
こ
と
を
想
定
。 

・ 

衆
議
院
の
解
散
中
も
参
議
院
の
委
員
の
み
で
合
同
委
員
会
を
開
く
の
で
は
な

く
、
委
員
の
地
位
を
失
わ
な
い
こ
と
と
す
る
か
（
参
考
：
国
民
投
票
広
報
協
議
会

（憲
法
改
正
の
発
議
の
際
に
議
員
で
あ
っ
た
者
で
組
織
））。 

④
両
院
合
同
委
員
会
の
権
能 

 

【
参
考
】ド
イ
ツ
の
合
同
委
員
会 

・ 

定
数
は
、
基
本
法
で
、
そ
の
三
分
の
二
を
連
邦
議
会
議
員
、
そ
の
三
分
の
一
を
連
邦
参

議
院
代
議
員
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
合
同
委
員
会
規
則
で
、
連
邦
議
会
議
員
が

三
十
二
人
、
連
邦
参
議
院
代
議
員
が
十
六
人
と
さ
れ
て
い
る
（ド
イ
ツ
基
本
法
五
十
三
ａ

条
、
合
同
委
員
会
規
則
一
条
一
項
）
。
な
お
、
連
邦
議
会
の
総
定
数
は
五
百
九
十
八
名

（た
だ
し
超
過
議
席
あ
り
）、
連
邦
参
議
院
の
定
数
は
六
十
九
名
で
あ
る
。 

        



 

一

〇 

【
両
院
合
同
委
員
会
が
機
能
す
る
場
面
】 

・ 
両
院
合
同
委
員
会
が
機
能
す
る
の
は
、 

「
そ
の
緊
急
事
態
に
よ
り
国
会
（衆
議
院
の
解

散
中
に
あ
つ
て
は
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
）
が
そ
の
機
能
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
つ
た
と
き
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
①
開
会
中
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
を
活
用
し

て
も
な
お
定
足
数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
本
会
議
が
開
け
な
い
場
合
や
、
②
閉
会

中
で
、
㋐
国
会
の
召
集
を
待
つ
い
と
ま
が
な
い
場
合
・
㋑
そ
も
そ
も
参
集
不
能
で
定
足

数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
本
会
議
が
開
け
な
い
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。 

・ 

両
院
合
同
委
員
会
の
権
能
が
終
了
す
る
の
は
、
国
会
の
権
能
の
行
使
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
で
あ
り
、
宣
言
解
除
又
は
両
院
（衆
議
院
の
解
散
中
に
あ
っ
て
は
、
緊
急

集
会
）の
議
決
に
よ
り
終
了
す
る
こ
と
と
し
て
み
た
（二
項
）。 

【
衆
議
院
解
散
中
の
対
応
（参
議
院
の
緊
急
集
会
と
の
関
係
）】 

・ 

解
散
中
に
緊
急
事
態
が
生
じ
た
際
に
は
、
Ⓐ
参
議
院
の
緊
急
集
会
で
対
応
す
る
方
法

と
、
Ⓑ
両
院
合
同
委
員
会
で
対
応
す
る
方
法
の
二
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
。 

・ 

本
案
に
お
い
て
は
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
の
方
が
、
両
院
合
同
委
員
会
よ
り
も
民
主
的

正
当
性
が
高
い
と
考
え
、
平
時
に
は
緊
急
集
会
の
み
可
能
と
し
た
上
で
、
緊
急
事
態
に

お
い
て
も
緊
急
集
会
を
優
先
さ
せ
、
こ
れ
も
開
け
な
い
場
合
に
両
院
合
同
委
員
会
が
機

能
す
る
と
い
う
仕
組
み
と
し
て
み
た
。 

・ 

（
あ
ま
り
想
定
し
づ
ら
い
が
、
）
衆
議
院
の
任
期
満
了
ま
で
に
緊
急
事
態
宣
言
が
間
に

合
わ
ず
任
期
延
長
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
憲
法
五
十
四
条
二
項

を
類
推
適
用
し
て
、
緊
急
集
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
（
長
谷
部
恭
男
編『
注
釈
日
本
国
憲
法
⑶
』
六
九
一
頁
［
土
井
真
一
］
）
、
緊

急
集
会
で
対
応
で
き
る
と
整
理
と
し
て
み
た
（
た
だ
し
、
五
十
四
条
二
項
と
の
平
仄
を

合
わ
せ
る
た
め
、
緊
急
集
会
の
召
集
義
務
（九
十
五
条
の
三
第
一
項
）の
対
象
と
し
て
条

文
に
明
記
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
）。 

【
両
院
合
同
委
員
会
の
権
能
】 

・ 

両
院
合
同
委
員
会
に
は
、
国
会
の
代
替
機
能
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
会
と
同

等
の
地
位
を
有
し
、
そ
の
緊
急
性
に
鑑
み
必
要
な
範
囲
で
、
法
律
の
制
定
、
予
算
の
議

決
そ
の
他
国
会
に
認
め
ら
れ
た
権
能
を
全
て
行
使
で
き
る
こ
と
と
し
た
（憲
法
改
正
の

発
議
は
除
く
（九
十
六
条
の
二
））。 

・ 

た
だ
し
、
両
院
合
同
委
員
会
が
代
替
行
使
で
き
る
の
は
、
「『
国
会
』の
権
能
の
行
使
」                                



 

 

一

一 

で
あ
っ
て
、『
各
議
院
』の
権
能
の
行
使
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
議
院
規
則
制
定
権
（五
十
八

条
二
項
）
、
国
政
調
査
権
（六
十
二
条
）等
の「
議
院
」
の
権
能
は
、
両
院
合
同
委
員
会
が

代
替
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
引
き
続
き
、
各
議
院
が
行
使
す
る
（
別
途
、
両
院
合

同
委
員
会
の
権
能
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
）。 

【
両
院
合
同
委
員
会
の
議
決
要
件
】 

・ 

議
決
要
件
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
① 

三
分
の
一
以
上
の
出
席
・
出
席
委
員
の
過
半
数

（
※
本
会
議
の
議
決
要
件
（
憲
法
五
十
六
条
）
と
同
様
）
、
② 

半
数
以
上
の
出
席
・出
席

委
員
の
過
半
数
（※
委
員
会
の
議
決
要
件
（国
会
法
四
十
九
条
・五
十
条
）と
同
様
）、
③

三
分
の
二
以
上
の
出
席
・
出
席
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
（
※
両
院
協
議
会
の
議

決
要
件
（
国
会
法
九
十
一
条
・
九
十
二
条
）
と
同
様
）
と
い
っ
た
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
合
同
委
員
会
の
議
決
要
件
（ド
イ
ツ
基
本
法
百
十
五
ａ
条
・百

十
五
ｅ
条
）
を
参
考
に
、
④ 

過
半
数
の
出
席
・
出
席
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
と

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
（
詳
細
は
憲
法
（
国
会
の
章
）
等
に
規
定
す
る
こ
と
を
想

定
）。 

・ 

な
お
、
開
議
不
能
の
確
認
（九
十
五
条
の
四
第
一
項
）
に
つ
い
て
も
同
様
の
議
決
要
件

（
過
半
数
の
出
席
・出
席
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
）
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
は
別
途
の
議
決
要
件
を
置
い
て
い
な
い
。 

            

【
両
院
合
同
委
員
会
が
採
っ
た
措
置
の
効
力
】 

・ 

両
院
合
同
委
員
会
が
採
っ
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
民
主
的
正
当
性
が
よ
り
高
い
緊
急
集

会
と
同
様
に
、
国
会
の
事
後
承
認
・
事
後
承
認
な
き
場
合
の
失
効
の
規
定
を
設
け
た
。

失
効
期
間
も
、
緊
急
集
会
を
参
考
に
、
緊
急
事
態
の
宣
言
の
解
除
・
解
除
の
議
決
の
日

か
ら「
十
日
以
内
」と
し
て
み
た
。 

・ 

な
お
、
ド
イ
ツ
に
は
、
事
後
承
認
の
規
定
は
な
く
、
合
同
委
員
会
制
定
法
律
に
つ
き
、

①
最
長
で
防
衛
事
態
終
了
六
箇
月
後
の
失
効
、
②
連
邦
議
会
に
よ
る
廃
止
の
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
る
（ド
イ
ツ
基
本
法
一
一
五
k
条
二
項
、
一
一
五
ℓ
条
一
項
） 

【
参
考
】 

○
日
本
国
憲
法 

第
五
十
四
条 

 

② 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
参
議
院
は
、
同
時
に
閉
会
と
な
る
。
但
し
、
内
閣

は
、
国
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。 

③ 

前
項
但
書
の
緊
急
集
会
に
お
い
て
採
ら
れ
た
措
置
は
、
臨
時
の
も
の
で
あ
つ
て
、
次

の
国
会
開
会
の
後
十
日
以
内
に
、
衆
議
院
の
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
を
失

ふ
。 

○
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法 

第
百
十
五
ｋ
条〔
非
常
事
態
に
お
け
る
法
令
の
効
力
〕 

２ 

合
同
委
員
会
が
議
決
し
た
法
律
お
よ
び
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た

法
規
命
令
は
、
遅
く
と
も
防
衛
事
態
の
終
了
の
六
ヵ
月
後
に
効
力
を
失
う
。 



 

一

二 

第
百
十
五
ℓ
条〔
防
衛
事
態
に
お
け
る
法
律
お
よ
び
措
置
の
廃
止
等
〕 

１ 

連
邦
議
会
は
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
得
て
、
い
つ
で
も
合
同
委
員
会
の
法
律
を
廃

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
参
議
院
は
、
連
邦
議
会
が
こ
の
議
決
を
行
う
よ
う
に
要

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
合
同
委
員
会
ま
た
は
連
邦
政
府
が
危
険
防
止
の
た

め
に
と
っ
た
措
置
は
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
の
議
決
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
。 

 
 

  
 



 

 

一

三 

 
 
 

⒝ 

最
高
裁
に
よ
る
裁
判
的
統
制
の
担
保
（
最
高
裁
の
一
部
憲
法
裁
判
所
化
） 

 

改 

正 

案 

の 

イ 

メ 

ー 

ジ 

（
素
案
） 

論
点
・
参
考
条
文
な
ど 

 

〔
最
高
裁
判
所
に
よ
る
統
制
〕 

第
九
十
五
条
の
五 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
又
は
延
長
さ
れ

た
場
合
に
お
い
て
、
い
ず
れ
か
の
議
院
の
総
議
員
の
四
分
の
一
以
上
に
よ

る
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
宣
言
の
要
件
が
満
た

さ
れ
て
い
る
か
を
審
査
し
、
申
立
て
か
ら
三
十
日
以
内
に
判
決
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定

〔
裁
判
の
公
開
〕
を
準
用
す
る
。 

② 

最
高
裁
判
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
緊
急
事
態
の
宣
言
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
旨
の
判
決
を
行
っ
た
と
き
は
、
国
会
及
び
内
閣
に
対
し
、
そ

の
宣
言
を
解
除
す
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
。 

③ 

下
級
裁
判
所
は
、
そ
の
係
属
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
事
件
に
適

用
し
よ
う
と
し
て
い
る
法
律
、
命
令
、
条
例
若
し
く
は
規
則
又
は
当
該
事
件

に
係
る
処
分
が
緊
急
事
態
の
宣
言
に
係
る
緊
急
事
態
に
係
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
憲
法
に
適
合
し
な
い
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
事
者
か
ら
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
憲

法
に
適
合
す
る
か
し
な
い
か
の
判
断
を
求
め
る
た
め
、
こ
れ
を
最
高
裁
判

所
に
移
送
す
る
も
の
と
す
る
。 

④ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
事
件
の
移
送
を
受
け
た
最
高
裁
判
所
は
、
当
該
移

送
を
受
け
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
判
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

⑤ 

第
一
項
又
は
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
極
め
て
高
度
の
政
治
性
を
有
す

                    



 

一

四 

る
法
律
、
命
令
、
処
分
等
に
つ
い
て
も
、
国
会
、
内
閣
等
が
そ
の
裁
量
の
範

囲
を
超
え
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
最
高
裁
判

所
は
、
憲
法
に
適
合
し
な
い
旨
の
判
決
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

【
本
条
の
趣
旨
】 

・ 

緊
急
事
態
に
お
い
て
、「
公
共
の
福
祉
」な
ど
を
理
由
と
し
て
、
行
政
府
や
立
法
府
に
よ

る
権
力
の
濫
用
や
そ
れ
に
よ
る
人
権
侵
害
の
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
は
歴
史
の
教
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

・ 

そ
こ
で
、
人
権
保
障
の
最
後
の
砦
と
も
い
う
べ
き
最
高
裁
判
所
が
、
①
緊
急
事
態
宣
言

の
要
件
充
足
審
査
・
充
足
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
国
会
・
内
閣
に
対
す
る
解
除
勧

告
、
②
集
中
的
な
合
憲
性
判
断
審
査
を
行
え
る
よ
う
に
し
、
い
わ
ば
一
部
を
憲
法
裁
判

所
化
し
て
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
司
法
的
統
制
を
充
実
化
さ
せ
た
。 

【
宣
言
要
件
充
足
性
の
審
査
】 

・ 

緊
急
事
態
宣
言
の
発
動
要
件
の
充
足
性
に
つ
い
て
裁
判
所
に
審
査
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
濫
用
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
な
お
、
議
会
の
多
数
派
は
、
宣
言
解
除

議
決
が
可
能
（九
十
五
条
の
二
第
三
項
）な
の
で
、
実
質
的
に
は
議
会
少
数
派
に
よ
る
統

制
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
。 

・ 

最
高
裁
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
宣
言
の
解
除
と
い
う
直
接
的
な
法
的
効
力
は
有
し
な
い

も
の
の
、
国
会
及
び
内
閣
に
対
し
解
除
す
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
で
、
内
閣
の
宣
言

解
除
や
国
会
の
解
除
議
決
を
促
す
こ
と
と
し
た
。 

【
宣
言
要
件
充
足
性
の
審
査
の
対
象
】 

・ 

要
件
充
足
性
の
審
査
の
対
象
を
、
国
会
サ
イ
ド
に
よ
る
任
期
延
長
・選
挙
期
日
の
特
例

や
両
院
合
同
委
員
会
に
よ
る
国
会
機
能
の
代
替
等
に
も
広
げ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
内
閣
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
に
限
定
し
て
み
た
。 

【
宣
言
要
件
充
足
性
の
審
査
に
係
る
申
立
て
に
必
要
な
議
員
数
】 

・ 

参
考
と
な
る
過
半
数
未
満
の
数
字
に
関
す
る
憲
法
の
規
定
と
し
て
は
、
①
三
分
の
一

（定
足
数
（五
十
六
条
一
項
））、
②
四
分
の
一
（臨
時
会
召
集
（五
十
三
条
後
段
））、
③
五

分
の
一
（
表
決
の
会
議
録
掲
載
（
五
十
七
条
三
項
））
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
臨
時
会
召

集
に
必
要
な
②
四
分
の
一
と
し
て
み
た
。 

           【
参
考
】フ
ラ
ン
ス
共
和
国
憲
法 

第
十
六
条〔
緊
急
措
置
権
〕 

６ 

非
常
権
限
の
行
使
の
三
十
日
後
に
、
憲
法
院
は
一
項
に
表
明
さ
れ
た
要
件
が
満
た

さ
れ
て
い
る
か
を
審
査
す
る
目
的
で
、
国
民
議
会
議
長
、
元
老
院
議
長
、
六
十
名
の
国

民
議
会
議
員
ま
た
は
六
十
名
の
元
老
院
議
員
に
よ
り
申
立
て
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
憲
法
院
は
最
短
の
期
間
内
に
、
公
開
意
見
に
よ
り
意
見
を
表
明
す
る
。
憲
法
院

は
、
非
常
権
限
の
行
使
の
六
十
日
後
に
、
お
よ
び
、
こ
の
期
間
を
超
え
る
と
い
つ
で
も
、

当
然
に
こ
の
審
査
を
行
い
、
同
一
の
要
件
に
従
い
意
見
を
表
明
す
る
。 

         



 

 

一

五 

 【
宣
言
要
件
充
足
性
の
審
査
に
係
る
日
数
】 

・ 
申
立
て
か
ら
判
決
ま
で
の
日
数
に
つ
い
て
は
、
権
利
制
限
の
程
度
が
高
く
、
迅
速
に
審
査

を
行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
や
、
宣
言
期
間
の
上
限
及
び
審
査
に
必
要
な
期
間
を
勘
案

し
て
、
三
十
日
以
内
と
し
て
み
た
。 

【
法
令
の
合
憲
性
の
審
査
】 

・ 

緊
急
事
態
に
お
い
て
は
、
平
時
よ
り
も
強
度
の
人
権
制
限
が
必
要
と
な
る
場
面
が
想
定

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
重
大
な
人
権
侵
害
の
お
そ
れ
も
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
国
民
民
主
党
憲
法
調
査
会「
憲
法
改
正
に
向
け
た
論
点
整
理
」の
憲
法
裁
判
所
に

関
す
る
条
文
イ
メ
ー
ジ
を
参
照
し
つ
つ
、
緊
急
事
態
宣
言
中
に
採
ら
れ
た
措
置
の
合
憲

性
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、
最
高
裁
判
所
に
事
件
を
移
送
し
、
六
十
日
以
内
に
判
決
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
迅
速
な
人
権
救
済
を
図
る
こ
と
と
し
た
。 

・ 

ま
た
、
同
時
に
、「
統
治
行
為
論
」（司
法
権
の
範
囲
外
）の
み
な
ら
ず
、「
司
法
の
自
制
」

（司
法
権
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
判
断
を
控
え
る
こ
と
）に
よ
り
憲
法
判
断
が
回
避
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
旨
を
規
定
し
た
。 

 

【
法
令
の
合
憲
性
の
審
査
に
係
る
日
数
】 

・ 

事
件
の
移
送
か
ら
判
決
ま
で
の
日
数
に
つ
い
て
、
宣
言
期
間
の
二
倍
を
目
安
に
、
六
十

日
以
内
と
し
て
み
た
。 

 

 

  
 



 

一

六 

 
 



 

 

一

七 

 

⑵ 

内
容
的
統
制 

 
 
 

⒜ 

人
権
制
限
の
限
界
の
明
記 

 

改 

正 

案 

の 

イ 

メ 

ー 

ジ 

（
素
案
） 

現
行
法
、
論
点
・
参
考
条
文 

【
趣
旨
】 

・ 

緊
急
事
態
に
お
い
て
は
人
権
侵
害
の
お
そ
れ
が
特
に
高
ま
る
た
め
、
そ
の
統
制
の
必

要
性
も
高
い
。 

・ 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ⓐ
ド
イ
ツ
基
本
法
の
よ
う
に
、
緊
急
事
態
に
人
権
制
限
の
限
界

を
特
例
的
に
緩
和
す
る
人
権
の
み
を
個
別
的
・
具
体
的
に
規
定
す
る
「
ポ
ジ
リ
ス
ト
方

式
」や
、
ⓑ
自
由
権
規
約
の
よ
う
に
、
緊
急
事
態
で
も
、
絶
対
に
又
は
平
時
よ
り
も
制
限

で
き
な
い
人
権
を
個
別
的
・
具
体
的
に
規
定
す
る
「
ネ
ガ
リ
ス
ト
方
式
」
も
考
え
ら
れ

る
。 

・ 

し
か
し
、
ド
イ
ツ
基
本
法
や
自
由
権
規
約
で
は
、
緊
急
事
態
条
項
の
前
提
と
な
る
通
常

時
の
人
権
規
定
に
お
い
て
、
人
権
制
限
の
限
界
が
個
別
的
・
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
規
律
密
度
は
高
い
。 

・ 

一
方
で
、
日
本
国
憲
法
は
、
人
権
カ
タ
ロ
グ
は
、
諸
外
国
に
比
し
て
も
遜
色
な
い
も
の

の
、
人
権
制
約
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
「
公
共
の
福
祉
」
の
み
に
頼
っ

て
お
り
、
規
律
密
度
は
低
い
。
こ
の
よ
う
に
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
形
で
規
定
さ
れ
て
い

る
人
権
条
項
を
前
提
と
す
る
と
、
ポ
ジ
リ
ス
ト
・ネ
ガ
リ
ス
ト
方
式
に
よ
り
、
緊
急
事
態

に
お
け
る
人
権
制
限
の
可
否
の
境
界
線
を
明
文
で
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

・ 

し
た
が
っ
て
、
現
行
の「
公
共
の
福
祉
に
基
づ
く
合
理
的
な
限
度
で
の
人
権
制
限
」を
前

提
と
し
て
、
そ
れ
が
踏
み
込
ん
で
は
い
け
な
い「
絶
対
的
禁
止
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
一
般

的
・個
別
的
に
規
定
す
る
。 

①
一
般
的
条
項
…
ま
ず
、
㋐
各
人
権
の「
本
質
的
内
容
」の
絶
対
的
制
限
禁
止
（十
三
条

二
項
）を
定
め
た
上
で
、
緊
急
時
に
は
、
制
限
が
安
易
に
行
わ
れ
や
す
い
た
め
、
改
め

て
、
㋑
緊
急
事
態
に
お
け
る
比
例
原
則
・「
本
質
的
内
容
」の
絶
対
的
制
限
禁
止
を
確

認
（九
十
五
条
の
七
）す
る
。 

②
個
別
的
条
項
…
判
例
、
学
説
の
多
数
の
見
解
等
を
踏
ま
え
、
奴
隷
的
拘
束
、
思
想
・

良
心
・信
教
の
自
由
の
内
心
部
分
へ
の
制
約
、
検
閲
、
拷
問
・残
虐
な
刑
罰
の
絶
対
的

禁
止
を
規
定
（十
八
条
、
十
九
条
、
二
十
条
二
項
、
二
十
一
条
二
項
。
な
お
、
三
十
六

※
第
三
章
（国
民
の
権
利
及
び
義
務
）の
改
正 

                



 

一

八 

条
は
、
現
行
で
既
に
規
定
）。 

  

〔
緊
急
政
令
及
び
緊
急
財
政
処
分
〕 

第
九
十
五
条
の
六 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
会

に
よ
る
法
律
の
制
定
又
は
予
算
の
議
決
を
待
つ
い
と
ま
が
な
い
と
認
め
る
特

別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内

閣
は
、
法
律
で
定
め
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
政
令
を
制
定
し
、
又
は
財
政
上
の

支
出
そ
の
他
の
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

② 

内
閣
は
、
前
項
の
政
令
を
制
定
し
、
又
は
財
政
上
の
支
出
そ
の
他
の
処
分
を

行
つ
た
と
き
は
、
同
項
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
国
会
の

承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

【
緊
急
政
令
】 

・ 

現
行
の
災
対
法
等
の
緊
急
政
令
と
は
別
に
、
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
行

政
に
よ
る
迅
速
な
対
応
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
緊
急
政
令
及
び
緊
急
財
政
処

分
の
根
拠
規
定
を
設
け
る
も
の
。 

・ 

な
お
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
現
行
法
の
枠
組
み
（
＝
平
時
の
統
治
機
構
の
権
限
配
分
）

を
超
え
た
特
別
の
措
置
で
あ
る
。
例
え
ば
、
政
令
で
あ
れ
ば
、
抽
象
的
・
包
括
的
な
委

任
に
基
づ
く
も
の
も
含
ま
れ
る
。 

・ 

な
お
、
緊
急
財
政
処
分
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
議
決
を
待
つ
い
と
ま
が
な
い
場
合
が
あ

り
得
る
こ
と
か
ら
規
定
し
た
。
一
方
、
予
備
費
で
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
不

要
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

【
参
考
】自
由
民
主
党「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」（平
成
二
十
四
年
四
月
） 

 

（緊
急
事
態
の
宣
言
の
効
果
） 

第
九
十
九
条 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
内
閣
は
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
政
令
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
内
閣
総
理
大
臣
は
財
政
上
必
要
な
支
出
そ
の
他
の
処
分
を
行
い
、
地
方
自
治
体

の
長
に
対
し
て
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
政
令
の
制
定
及
び
処
分
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
後

に
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３
・４ 

〔
略
〕 

 

 

〔
緊
急
事
態
対
処
措
置
の
制
限
〕 

第
九
十
五
条
の
七 

前
条
第
一
項
の
措
置
そ
の
他
の
緊
急
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
措
置
は
、
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
に
お

【
参
考
】ス
ペ
イ
ン
警
戒
事
態
、
緊
急
事
態
及
び
戒
厳
に
関
す
る
組
織
法
（事
務
局
仮
訳
）  

第
一
条 

 

２ 

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
警
戒
事
態
、
緊
急
事
態
及
び
戒
厳
に
お
い
て
講
ぜ
ら

れ
る
措
置
及
び
そ
の
期
間
は
、
通
常
状
態
を
回
復
す
る
た
め
に
厳
格
に
必
要
不
可
欠



 

 

一

九 

い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
こ
の
憲
法
が
保
障
す
る
自
由
及

び
権
利
の
制
限
は
、
必
要
最
小
限
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
や
し
く

も
そ
の
自
由
及
び
権
利
の
本
質
的
な
内
容
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

【
本
条
の
趣
旨
】 

・ 

本
条
は
、
緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
事
態
に
乗
じ
て
、

不
要
・不
合
理
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
り
、
基
本
的
人
権
を
制
限
す
る
と
し
て
も
必
要

最
小
限
を
超
え
る
規
制
を
し
た
り
、
本
質
的
内
容
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
確

認
的
に
規
定
す
る
も
の
。 

・ 

前
条
の
緊
急
政
令
や
現
行
の
災
対
法
等
の
緊
急
政
令
は
、「
緊
急
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
措
置
」に
含
ま
れ
、
当
然
に
本
条
に
よ
る
統
制
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。 

 

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
講
ぜ
ら
れ
る
措
置
は
、
状
況
に
比
例
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

         

第
十
三
条 

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸

福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限

り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。 

② 

こ
の
憲
法
が
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
の
本
質
的
な
内
容
は
、
い
か
な
る

場
合
に
お
い
て
も
、
絶
対
に
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

【
本
質
的
内
容
の
侵
害
禁
止
】 

・ 

人
権
制
限
に
つ
い
て
は
、
「『
公
共
の
福
祉
』の
た
め
必
要
な
場
合
に
合
理
的
な
限
度
で

可
能
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
学
説
の
中
に
は
、
こ
の「
必
要
性
・合
理
性
」
と
の
衡
量
判
断

と
は
別
に
、
人
権
一
般
に
つ
き
、
絶
対
に
制
限
が
禁
止
さ
れ
る
部
分
（「
本
質
的
内
容
」）

が
あ
る
旨
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
。
（
大
石
眞
『
憲
法
講
義
Ⅱ
』
（
第
二
版
）
四
十
二

頁
）。 

・ 

ま
た
、
ド
イ
ツ
基
本
法
十
九
条
二
項
は
、「
い
か
な
る
場
合
に
も
、
基
本
権
は
、
そ
の
本

質
的
内
容
を
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、「
基
本
権
に
は
ど
の

よ
う
な
介
入
を
受
け
て
も
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
」こ
と
を
示
す
と

さ
れ
る
（ボ
ー
ド
・ピ
エ
ロ
ー
ト
ほ
か『
現
代
ド
イ
ツ
基
本
権
』九
十
七
頁
）。 

※ 

一
九
六
七
年
七
月
十
八
日
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決
（青
少
年
援

助
判
決
）で
は
、「
意
思
が
弱
い
か
本
能
的
な
生
活
の
面
で
特
に
抑
制
が
な
い
者
、
既
に

第
十
三
条 

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸

福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限

り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。 

〔
新
設
〕 

 【
参
考
】 

○
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
憲
法 

第
十
九
条〔
基
本
権
の
制
限
〕 

２ 

い
か
な
る
場
合
に
も
、
基
本
権
は
、
そ
の
本
質
的
内
容
を
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

○
ス
ペ
イ
ン
憲
法 

第
五
十
三
条〔
基
本
的
人
権
の
権
力
拘
束
性
と
本
質
的
内
容
の
不
可
侵
、
司
法
的
保
護
〕 

１ 

本
編
第
二
章〔
市
民
の
権
利
お
よ
び
義
務
〕で
定
め
る
権
利
お
よ
び
自
由
は
、
す
べ
て

の
公
権
力
を
拘
束
す
る
。
第
百
六
十
一
条
一
項
ａ
号〔
法
律
等
の
違
憲
の
訴
え
に
対
す
る

憲
法
裁
判
所
の
権
限
〕に
従
い
保
護
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
権
利
お
よ
び
自
由
の
行
使
は
、
法

律
に
よ
っ
て
の
み
規
制
さ
れ
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
そ
の
本
質
的
内
容
が
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

二

〇 

非
行
に
走
り
、
あ
る
い
は
非
行
に
走
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
等
に
対
し
、
適
当
な
施
設
に

と
ど
ま
る
命
令
を
与
え
る
権
限
を
与
え
る
」法
律
に
つ
き
、「
公
衆
の
保
護
の
た
め
で

も
当
人
の
保
護
の
た
め
で
も
な
く
専
ら
当
人
の
改
善
だ
け
を
目
的
と
し
て
お
り
、
人

身
の
自
由
の
基
本
権
の
本
質
的
内
容
に
反
す
る
」と
し
て
、
違
憲
判
決
を
行
っ
た
。 

・ 

そ
こ
で
、
十
三
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
必
要
な
場
合
に
合
理

的
な
限
度
で
人
権
制
限
が
可
能
な
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
人
権
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
本
質
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
絶
対
的
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
十
三
条
二

項
に
一
般
的
条
項
と
し
て
規
定
し
た
。 

・ 

な
お
、「
本
質
的
な
内
容
」に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
上
の
権
利
ご
と
に
個
別
に

定
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

※ 

ド
イ
ツ
基
本
法
十
九
条
二
項
も
、
右
記
※
の
連
邦
憲
法
裁
判
決
に
お
い
て
、「
一
般

に
基
本
権
の
不
可
侵
の
本
質
内
容
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基

本
権
に
つ
き
基
本
権
の
体
系
全
体
に
お
い
て
も
つ
そ
の
特
殊
な
意
義
か
ら
明
ら
か
に

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
判
示
。 

・ 

た
だ
し
、
十
八
条
（
奴
隷
的
拘
束
）
、
十
九
条
（
思
想
・
良
心
の
自
由
の
う
ち
内
心
部

分
）、
二
十
条
（信
教
の
自
由
の
う
ち
内
心
部
分
）、
二
十
一
条
二
項
前
段(

検
閲
）、
三
十

六
条
（
拷
問
・
残
虐
な
刑
罰
）
に
つ
い
て
は
、「
絶
対
に
」
と
明
記
す
る
こ
と
に
よ
り
（
こ
の

う
ち
、
三
十
六
条
（拷
問
・残
虐
な
刑
罰
）に
つ
い
て
は
、
既
に
現
行
で「
絶
対
に
」の
文
言

あ
り
）
、
我
が
国
の
歴
史
的
経
緯
も
踏
ま
え
、
当
該
権
利
そ
の
も
の
が「
本
質
的
内
容
」

で
あ
る
こ
と
を
確
認
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

    

第
十
八
条 

何
人
も
、
絶
対
に
い
か
な
る
奴
隷
的
拘
束
も
受
け
な
い
。
ま
た
、
犯

罪
に
よ
る
処
罰
の
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
に
服
さ
せ
ら

れ
な
い
。 

第
十
八
条 

何
人
も
、
い
か
な
る
奴
隷
的
拘
束
も
受
け
な
い
。
又
、
犯
罪
に
因
る

処
罰
の
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
に
服
さ
せ
ら
れ
な
い
。 

【
奴
隷
的
拘
束
の
絶
対
禁
止
】 

・ 

人
を
奴
隷
的
拘
束
下
に
置
く
こ
と
は
絶
対
的
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、「
絶
対
に
」
と
い

う
文
言
を
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
よ
り
明
確
に
し
た
も
の
。 

・ 

な
お
、
現
行
憲
法
に
お
い
て
、「
絶
対
に
」と
の
文
言
が
あ
る
の
は
、
三
十
六
条
（後
掲
）

の
み
。 

 

    



 

 

二

一 

第
十
九
条 

思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。
【
特

に
、】
内
心
の
自
由
の
侵
害
は
、
絶
対
に
こ
れ
を
禁
ず
る
。 

【
内
心
の
自
由
の
絶
対
保
障
】 

・ 「
憲
法
第
十
九
条
の
保
障
す
る
思
想
及
び
良
心
の
自
由
…
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
内

心
の
自
由
と
い
う
場
面
に
と
ど
ま
る
限
り
絶
対
的
な
保
障
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
」
と

さ
れ
て
お
り
（平
成
一
四
年
七
月
二
四
日
・衆
・事
態
対
処
特
委
・福
田
康
夫
内
閣
官
房

長
官
）、
そ
の
旨
を
明
確
に
規
定
し
た
も
の
。 

・ 

内
心
の
自
由
に
つ
い
て
は
、「
本
来
、
法
の
及
び
え
な
い
領
域
で
あ
っ
て
、
サ
ブ
リ
ミ
ナ

ル
広
告
に
よ
っ
て
人
々
の
行
動
を
操
作
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
例
外
的
な
状
況
を
除
く

と
、
本
条
の
保
障
す
る
自
由
へ
の
侵
害
が
直
接
に
問
題
と
な
る
場
面
は
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
本
条
へ
の
違
反
が
独
立
に
問
題
と
な
り
う
る
場
面
と
し
て
は
、
①
思
想
や

信
条
の
告
白
を
強
制
す
る
場
合
と
、
②
特
定
の
思
想
や
信
条
を
有
す
る
こ
と
を
理
由

に
不
利
益
を
課
す
る
場
合
と
が
考
え
ら
れ
る
」
（
長
谷
部
恭
男『
憲
法
』
一
九
二
頁
）
と

の
指
摘
も
あ
り
、「
絶
対
的
な
保
障
」
の
意
義
が
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
点
は
、
留
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

第
十
九
条 

思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

第
二
十
条 

信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。
い
か
な
る

宗
教
団
体
も
、
国
か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て
は
な

ら
な
い
。 

② 

内
心
に
お
け
る
信
仰
の
自
由
の
侵
害
は
、
絶
対
に
こ
れ
を
禁
ず
る
。
何
人

も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ

な
い
。 

③ 

国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て

は
な
ら
な
い
。 

【
内
心
に
お
け
る
信
仰
の
自
由
の
絶
対
保
障
】 

・ 

「
憲
法
第
二
十
条
の
保
障
す
る
信
教
の
自
由
の
う
ち
信
仰
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ら
が
内
心
の
自
由
と
い
う
場
面
に
と
ど
ま
る
限
り
絶
対
的
な
保
障
で
あ
る
と
解
し
て
い

第
二
十
条 

〔
同
上
〕 

  

② 

何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強

制
さ
れ
な
い
。 

 
③ 
〔
同
上
〕 

 



 

二

二 

る
」
と
さ
れ
て
お
り
（
平
成
一
四
年
七
月
二
四
日
・
衆
・
事
態
対
処
特
委
・
福
田
康
夫
内

閣
官
房
長
官
）、
そ
の
旨
を
明
確
に
規
定
し
た
も
の
。 

 

第
二
十
一
条 

集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、

こ
れ
を
保
障
す
る
。
【
言
論
の
多
様
性
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
尊
重
さ
れ

る
。】 

② 

検
閲
は
、
絶
対
に
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵

し
て
は
な
ら
な
い
。 

【
検
閲
の
絶
対
禁
止
】 

・ 

検
閲
は
絶
対
的
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、「
絶
対
に
」
と
い
う
文
言
を
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
旨
を
よ
り
明
確
に
し
た
も
の
。
な
お
、「
絶
対
に
」と
い
う
文
言
が
か
か
っ
て
い

る
の
は
前
段
（検
閲
の
禁
止
）だ
け
で
あ
り
、
後
段
（通
信
の
秘
密
の
保
障
）
に
は
か
か
っ

て
お
ら
ず
、
通
信
の
秘
密
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
よ
る
制
約
は
可
能
。 

【
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
緊
急
事
態
時
の
表
現
の
自
由
の
制
限
に
つ
い
て
】 

・ 

明
治
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
関
東
大
震
災
時
に
、
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
様
々

な
緊
急
勅
令
が
制
定
さ
れ
た
。
（
別
紙
参
照
） 

・ 

こ
の
う
ち
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
、
買
占
め
・
売
惜
し
み
の
防
止
等
は
現
行
災
対
法
の
緊
急

政
令
に
、
減
税
措
置
等
は
災
害
時
の
特
別
立
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
流
言
浮
説
に

つ
き
十
年
以
下
の
懲
役
・禁
錮
等
に
処
す
る「
治
安
維
持
ノ
為
ニ
ス
ル
罰
則
ニ
関
ス
ル
件
」

（大
正
十
二
年
勅
令
四
百
三
号
）に
つ
い
て
は
、
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
。 

・ 

立
憲
主
義
・法
治
主
義
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
近
時
の
風
潮
か
ら
す
る
と
、
緊
急
事
態
の

名
の
下
に
、
こ
の「
治
安
維
持
ノ
為
ニ
ス
ル
罰
則
ニ
関
ス
ル
件
」の
よ
う
な
強
度
の
人
権
侵

害
が
行
わ
れ
る
こ
と
さ
え
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
も
ち
ろ
ん
、
現
行
憲
法
の
ま
ま
で

も
、
こ
の
よ
う
な
制
限
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
改
正
案
で
は
、

【
①
二
十
一
条
一
項
に
お
い
て
、「
言
論
の
多
様
性
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
尊
重
さ
れ

る
」
旨
を
規
定
す
る
ほ
か
】
、
②
新
十
三
条
二
項
に
、
表
現
の
自
由
も
含
め
た
人
権
の

「
本
質
的
内
容
」
の
制
限
の
絶
対
的
な
禁
止
を
規
定
し
、
更
に
、
③
新
九
十
五
条
の
七

で
、
人
権
制
限
の
必
要
最
小
限
性
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
制

第
二
十
一
条 

集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、

こ
れ
を
保
障
す
る
。 

 

② 

検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は

な
ら
な
い
。 

 【
参
考
】 

○
フ
ラ
ン
ス
憲
法 

第
四
条〔
政
党
〕 

３ 

法
律
は
、
意
見
の
多
元
的
な
表
明
な
ら
び
に
国
民
の
民
主
的
生
活
へ
の
政
党
お
よ
び

政
治
団
体
の
公
正
な
参
加
を
保
障
す
る
。 

○
国
民
民
主
党
憲
法
調
査
会「
憲
法
改
正
に
向
け
た
論
点
整
理
」の「
多
様
な
言
論
空
間
の

確
保
」に
関
す
る
条
文
イ
メ
ー
ジ 

１ 

言
論
に
係
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
者
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
い
て
、
自

律
的
か
つ
多
様
な
言
論
を
通
じ
た
熟
議
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
責
任
を
負
う
こ
と
。 

２ 

国
は
、
１
の
措
置
に
関
し
必
要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
環
境
の
整
備
の
重
要
性
に
鑑
み
、
１
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

提
供
す
る
者
と
の
間
に
お
け
る
協
定
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
の
承
認
又
は
国
会
に
対
す
る
報
告
そ
の
他
の
適
切
な
国
会
の
関
与

が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 



 

 

二

三 

限
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
一
層
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。 

 
第
二
十
二
条 

何
人
も
、
居
住
、
移
転
及
び
職
業
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。 

 

② 

何
人
も
、
外
国
に
移
住
し
、
又
は
国
籍
を
離
脱
す
る
自
由
を
侵
さ
れ
な
い
。 

 

第
二
十
九
条 

財
産
権
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

② 

財
産
権
の
内
容
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

 

③ 

私
有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
用
ひ
る
こ
と

が
で
き
る
。 

【
趣
旨
】 

・ 

二
十
二
条
一
項
・二
十
九
条
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
公
共
の
福
祉
」
に
つ
い
て
は
、

「
職
業
選
択
の
自
由
等
・
財
産
権
も
、『
本
質
的
内
容
』
で
あ
れ
ば『
公
共
の
福
祉
』
に
よ

る
制
約
は
絶
対
に
禁
止
」と
の
新
十
三
条
二
項
と
両
立
し
に
く
く
、
か
つ
、
内
在
的
制
約

説
か
ら
は
積
極
的
な
意
義
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
削
除
し
て
み
た
（「
公
共
の
福

祉
」を
統
一
的
に
整
理
）。 

・ 

一
方
で
、
こ
れ
ら
を
削
除
す
る
と
、
例
え
ば
精
神
的
自
由
権
の
審
査
基
準
を
緩
和
し

て
経
済
的
自
由
権
に
近
づ
け
る
な
ど
、
思
わ
ぬ
波
及
効
果
を
生
む
お
そ
れ
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
改
正
せ
ず
維
持
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
。 

 
第
二
十
二
条 

何
人
も
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
居
住
、
移
転
及
び
職

業
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。 

② 

〔
同
上
〕 

 

第
二
十
九
条 

〔
同
上
〕 

② 

財
産
権
の
内
容
は
、
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
や
う
に
、
法
律
で
こ
れ
を
定

め
る
。 

③ 

〔
同
上
〕 

 

※
参
考
掲
載
（改
正
な
し
） 

第
三
十
六
条 

公
務
員
に
よ
る
拷
問
及
び
残
虐
な
刑
罰
は
、
絶
対
に
こ
れ
を
禁

ず
る
。 

 
第
三
十
六
条 

〔
同
上
〕 

 

 
 



 

二

四 

 
 

⒝ 

憲
法
改
正
の
禁
止
（
憲
法
典
自
身
に
よ
る
憲
法
保
障
） 

 

改 

正 

案 

の 

イ 

メ 

ー 

ジ 

（
素
案
） 

論
点
・
参
考
条
文
な
ど 

 

〔
憲
法
改
正
の
禁
止
〕 

第
九
十
六
条
の
二 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
宣
言
が
効
力
を
有
す
る
期
間
、
国
会
に
よ
る
憲
法
改
正
の
発
議
及
び

そ
の
国
民
の
承
認
に
係
る
投
票
は
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

【
本
条
の
趣
旨
】 

・ 

国
の
基
本
法
で
あ
る
憲
法
は
、
落
ち
着
い
た
状
況
で
熟
慮
し
て
検
討
す
べ
き
事
柄
で

あ
り
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
拙
速
に
改
正
手
続
を
進
め
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
事
態
宣
言
中
の
憲
法
改
正
手
続
を
禁
止
す
る
も
の
。 

 

※
第
九
章
（
改
正
）
に
規
定 

 【
参
考
】 

○
ス
ペ
イ
ン
憲
法 

第
百
六
十
九
条〔
戦
時
ま
た
は
非
常
時
の
憲
法
改
正
の
禁
止
〕 

 

戦
時
ま
た
は
、
第
百
十
六
条
で
定
め
る
事
態〔
警
戒
事
態
、
緊
急
事
態
、
戒
厳
〕の
い
ず

れ
か
が
継
続
中
の
と
き
は
、
憲
法
改
正
の
発
議
は
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

○
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
憲
法 

第
八
十
九
条〔
改
正
の
発
議
、
手
続
、
制
限
〕 

４ 

領
土
の
一
体
性
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
い
か
な
る
改
正
手
続
も
、
着
手
さ

れ
、
ま
た
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 

  


